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開
催
と
介
護
保
険
実
態
調
査
、
②
都
に

対
し
、
廃
止
し
た
特
養
ホ
ー
ム
の
用
地

費
補
助
の
復
活
や
整
備
費
・
運
営
費
の

補
助
の
増
額
、
公
有
地
の
活
用
な
ど
要

望
を
提
出
し
交
渉
、
③
区
に
対
し
、
上

目
黒
１
丁
目
に
あ
る
国
鉄
清
算
事
業
団

跡
地
（
Ｊ
Ｒ
跡
地
）
な
ど
を
活
用
し
た

特
養
ホ
ー
ム
の
整
備
を
提
案―

―

な
ど

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
活
動
も
あ
り
、
目
黒
区
は

こ
の
ほ
ど
、
２
０
１
８
年
に
開
設
予
定

の
特
養
ホ
ー
ム
の
整
備
内
容
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
区
民
の
み

な
さ
ん
と
と
も
に
特
養
ホ
ー
ム
増
設
に

向
け
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

区
、
大
田
区
な
ど
特
養
ホ
ー
ム
増
設
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
現
状
を
か
え
よ
う
と
、
区

民
の
み
な
さ
ん
が
特
養
ホ
ー
ム
増
設
の

署
名
活
動
に
取
り
組
ん
だ
り
、
区
議
会

に
は
２
年
前
に
特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
を

求
め
る
陳
情
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
施

設
拡
充
は
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
す
。

　
党
区
議
団
も
特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
を

は
じ
め
、
介
護
保
険
制
度
の
改
善
を
め

ざ
し
、
①
介
護
保
険
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

　
介
護
の
た
め
に
家
族
が
仕
事
を
や

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
増

え
、
老
老
介
護
は
家
庭
崩
壊
を
招
き
、

区
内
で
介
護
を
苦
に
殺
人
ま
で
起
き

て
い
ま
す
。
多
く
の
人
が
在
宅
介
護

を
望
ん
で
も
、
介
護
保
険
に
よ
る
在

宅
支
援
は
不
十
分
で
在
宅
で
生
活
す

る
こ
と
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。

　
特
養
ホ
ー
ム
な
ど
施
設
が
求
め
ら

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
目
黒

区
は
「
財
政
難
」
を
口
実
に
し
た
緊

急
財
政
対
策
で
、
２
０
１
３
年
開
設

予
定
だ
っ
た
区
立
第
四
特
養
ホ
ー
ム

の
整
備
計
画
を
撤
回
。
一
方
、
品
川

　
目
黒
区
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
数
が
足
り
ず
、
待
機

者
は
１
０
０
０
人
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
目
黒

区
議
団
は
２
０
１
３
年
第
３
回
定
例
区
議
会
（
９
月
）
で
特
養

ホ
ー
ム
の
増
設
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
青
木
英
二
区
長
は

「
計
画
の
前
倒
し
や
定
員
拡
大
を
検
討
す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

サ
リ
ー（
仮
称
、
定
員
60
人
）の
３
つ

の
認
可
保
育
園
が
開
園
し
ま
す
。

答
し
た
の
を
受
け
、
区
に
対
し
て
同

都
有
地
を
認
可
保
育
園
建
設
用
地
と

し
て
確
保
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
13
年
６
月
の
定
例
区
議

会
で
も
、
柿
の
木
坂
都
有
地
に
認
可

保
育
園
整
備
を
求
め
ま
し
た
。
こ
う

し
た
提
案
が
実
り
ま
し
た
。

　
党
区
議
団
は
区
民
の
み
な
さ
ん
と

と
も
に
認
可
保
育
園
の
増
設
を
訴
え

続
け
、
区
は
10
年
以
降
、
認
可
保
育

園
６
園（
定
員
４
８
８
人
）を
増
設
。

14
年
４
月
に
は
、
ア
ソ
シ
エ
下
目
黒

保
育
園（
仮
称
、
定
員
70
人
）、
下
目

黒
二
丁
目
保
育
園（
仮
称
、
定
員
60

人
）、
蓮
美
幼
児
学
園
西
小
山
ナ
ー

（
35
年
程
度
）で
借
り
受
け
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
目
黒
区
議
団
は
待
機

児
解
消
の
た
め
、
都
有
地
の
活
用
を

提
案
し
て
き
ま
し
た
。
09
年
４
月
に
、

東
京
都
に
認
可
保
育
園
整
備
な
ど
の

財
政
支
援
と
保
育
園
用
地
と
し
て
柿

の
木
坂
２
丁
目
の
都
有
地
を
区
に
貸

与
す
る
こ
と
を
要
望
。
都
が
「
区
に

保
育
園
用
地
と
し
て
の
計
画
が
あ
れ

ば
要
望
を
提
出
し
て
ほ
し
い
」
と
回

　
目
黒
区
は
こ
の
ほ
ど
、
柿
の
木
坂

２
丁
目
14
番
地
の
東
京
都
有
地
に
、

２
０
１
６
年
４
月
開
園
め
ざ
し
認
可

保
育
園
を
建
設
す
る
計
画
を
示
し
ま

し
た
。
目
黒
区
内
で
都
有
地
を
活
用

す
る
認
可
保
育
園
は
初
め
て
で
す
。

敷
地
面
積
は
約
６
６
０
平
方
メ
ー
ト

ル
。
私
立
認
可
保
育
園
と
し
て
定
員

70
人
規
模
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
事

業
者
は
都
か
ら
土
地
を
定
期
借
地

日
本
共
産
党
の
提
案
実
る

柿
の
木
坂
都
有
地
活
用
し
認
可
保
育
園

柿
の
木
坂
都
有
地
活
用
し
認
可
保
育
園

区
民
と
改
善
へ

取
り
組
む

区
民
と
改
善
へ

取
り
組
む

深
刻
さ
増
す
介
護

深
刻
さ
増
す
介
護

求められる特養ホーム増設（写真は区立中目黒特養ホーム）

柿の木坂の都有地

力あわせ さらなる増設を力あわせ さらなる増設を
2018年 特養ホーム開設予定2018年 特養ホーム開設予定

　「
特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
促
進
を
求
め
る
陳
情
」
が
区
議
会
に
提
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
陳
情
に
た
い
し
、
自
民
、
公
明
、
民
主
の
各
党
は
、
ず
っ
と

継
続
審
議
に
。
傍
聴
者
か
ら
「
区
民
の
切
実
な
声
に
こ
た
え
ず
放
っ
て
い
る
。

な
ぜ
態
度
を
明
ら
か
に
し
な
い
」
と
批
判
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

切
実
な
陳
情
に
な
ぜ
賛
成
で
き
な
い
？

自
民
・
公
明
・
民
主
な
ど

日本共産党は介護に関するみなさんのご意見・要望を
お聞きしています。

ご連絡は各議員または日本共産党目黒地区委員会
TEL 3714－6431  FAX 3714－6434まで。

みなさんの要望をお聞かせください！



●毎月第３木曜日午後２時～３時半
●区役所５階日本共産党控室　　（3715）1111  （内）3030
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困った時はいつでもどうぞ困った時はいつでもどうぞ
無料 法律・生活相談法律・生活相談法律・生活相談
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日
本
共
産
党
目
黒
区
議
団
は
、

11
月
25
日
、
目
黒
区
に
対
し
て

「
年
末
・
年
始
対
策
の
充
実
に
関

す
る
申
し
入
れ
」を
行
い
ま
し
た
。

　
１
９
９
７
年
を
ピ
ー
ク
に
国

民
の
所
得
は
減
り
続
け
、
働
く

人
の
平
均
年
収
は
70
万
円
も
減

少
し
て
い
ま
す
。
月
給
は
16
か

月
連
続
で
前
年
を
下
回
る
な
ど
、

家
計
所
得
の
減
少
傾
向
は
止
ま

り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
物
価
な

ど
が
上
が
り
、
く
ら
し
は
ま
す

ま
す
大
変
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
企
業
が
決
算
で
次
々

と
黒
字
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
一

方
で
、
中
小
企
業
は

長
期
に
わ
た
る
不
況

の
も
と
、
円
安
に
よ

る
原
材
料
価
格
の
上

昇
に
苦
し
め
ら
れ
て

い
る
上
に
、
来
年
４

月
か
ら
の
消
費
税
増

税
計
画
へ
の
不
安
が

広
が
り
、
仕
事
の
確

保
と
資
金
繰
り
に
追

わ
れ
る
年
末
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　
区
内
で
も
、
職
を

失
っ
た
若
者
や
家
賃

を
払
え
な
く
な
っ
て

い
る
高
齢
者
、
年
末
で
廃
業
を

選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
業
者
な

ど
深
刻
な
状
況
で
す
。
こ
う
し

た
時
だ
か
ら
こ
そ
、
目
黒
区
が

し
っ
か
り
と
区
民
の
生
活
を
支

え
る
年
末
・
年
始
対
策
を
進
め

る
よ
う
求
め
て
申
し
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。

　
目
黒
区
は
12
月
、
区
有
施
設
見
直

し
方
針
案
（
中
間
の
ま
と
め
）
を
公

表
し
ま
し
た
。

　
方
針
案
は
、
区
長
に
提
出
さ
れ
た

区
有
施
設
見
直
し
有
識
者
会
議
の
意

見
書
、
施
設
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
や
３
０
０
０
人
（
無
差
別
抽
出
）

を
対
象
に
し
た
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
な
ど
を
反
映
し
て
作
成
し
た
と

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
区
有
施
設
は
用
途
別
に
数

え
る
と
３
１
７
施
設
あ
り
ま
す
。
震

災
対
策
や
安
全
を
期
す
る
う
え
で
、

老
朽
化
し
た
施
設
は
順
次
、
改
築
や

大
規
模
改
修
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

や
保
育
園
な
ど
、
区
民
に
と
っ
て
必

要
で
あ
り
な
が
ら
不
足
し
て
い
る
施

設
は
早
急
に
増
設
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
財
源
を
ど
う
す
る

の
か
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　
区
は
、
施
設
の
統
廃
合
や
民
営
化

計
画
を
一
方
的
に
進
め
る
の
で
は
な

く
、
区
民
に
区
有
施
設
の
見
直
し
に

つ
い
て
説
明
を
徹
底
し
、
住
民
の
意

見
を
十
分
に
聞
く
時
間
と
手
続
き
を

と
る
べ
き
で
す
。

　
区
は
、
12
月
25
日
か
ら
２
月
３
日

ま
で
区
民
意
見
の
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
）
を
行
い
、
３
月
に
は

見
直
し
方
針
を
決
定
す
る
予
定
で
す
。

ど
ん
ど
ん
意
見
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

区へ意見を提出してください区へ意見を提出してください
区有施設見直し方針区有施設見直し方針

（2月3日まで）（2月3日まで）

申し入れ内容

失業時に生活費として使え
る「総合支援資金」など、
区民が使える生活支援制度
をわかりやすく周知するこ
と。

生活福祉課の相談体制を充
実させるとともに、年末・
年始の閉庁時でも緊急の介
護問題や住宅困難者が相談
できるワンストップ・サー
ビスの窓口をつくること。

中小企業の年末での廃業・
倒産を回避するため、「年
末融資相談会」を開催する
こと。

各種税、公共料金の滞納対
策において、滞納者への連
絡をていねいにとり対応を
行うこと。

生活保護基準の引き下げに
よって、毎月の支給減に加
えて期末一時扶養費も減額
されている。年末の法外援
護を充実させること。

1

2

3

4

5

応対した鈴木副区長に要請する党区議団

区
民
・
中
小
企
業
の
生
活
支
援
を

区
民
・
中
小
企
業
の
生
活
支
援
を

年
末
・
年
始
対
策
の
充
実
を
申
し
入
れ



現在のくらし向きは…

「苦しくなった」方は、相変わらず半分近くに達し、く

らしぶりは改善していません。

その主な原因は…

 「年金生活なので、毎年、年金が減って生活が苦しくな

ります」「収入は減り物価等値上げが多くなり生活は苦

しい」「年金が減ったのに年齢にともない医療費がかさ

む」などの切実な声が寄せられています。

2014年4月に消費税率が8％に
増税される計画について

消費税増税については、７割の方が反対。賛成は14％と

少数にとどまりました。「円安と値上げで費用増の状況

が増すばかり。これで消費税増となると中小企業はやっ

てゆけません！」「増税よりも歳出の見直しを」などの

声が寄せられています。

 目黒区で力を入れてもらいたいことは

子育て支援について望むこと
その他

年金

事業収入

給与

その他
公共料金
教育費
育児費

介護サービス
医療費

ローン返済
家賃

医療・介護保険料
税金

環境対策

子育て支援

医療

地震・防災対策

高齢者福祉

幼稚園・保育園・学童クラブ
保育料の値下げ

18歳までの医療費の無料化

児童手当などの増額

学費の無料化

出産費の無料化

原発・放射能対策

親子の居場所づくり

こども園の増設

学童クラブの充実

認可保育園の増設

●収入が減った（人）

●支出が増えた（人）

上位5項目（人）

（人）

苦しくなった
48%

変わらない
50%

楽になった
2%

賛成
14%

その他
6%わからない

9%

反対
71%
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　日本共産党目黒区議団のアンケートに280人の区民のみなさんから回答をいただきました。ご
協力ありがとうございました。生活の厳しさや福祉や防災を強化してほしいというご意見が多
かったのが特徴です。いただいた声を区政に生かし、区民のみなさんの要求を実現するために引
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保育ニーズの高まりを反映し、「認可保育園の建設」を

望む意見が多数を占めています。また、「学費の無料

化」「18歳までの医療費の無料化」「保育料の値下げ」

など、教育にかかる費用の負担軽減を求める意向も強い

のが特徴です。

目黒区が経費削減を最優先して7園の区立
保育園を廃止して民間に渡す計画について

区立保育園を「私立化」する計画について、６割が反対

しています。「きちんとした区立保育園だからこそ安心

して預けられ母親も働ける」「保育行政に力を入れるべ

き」などの声が出されています。

目黒区教育委員会の区立第3・第4中学校の
廃止・統合に続いて、第7・第8・第9・第１１
中学校の廃止・統合を進める計画について

「見直して検討しなおすべき」「廃止はやめるべき」が、

合わせて約６割に達しています。「小規模校の良さを生

かすことが、今の子ども達には必要なことだと思う」「子

どもが減っても広範囲の統合は今一度見なおしを考える

べき」「急がなくてよく検討すべき。多くの人の意見を聞

くべきと思う」など、慎重な意見が多いのが特徴です。

高齢者福祉や医療・介護保険に
何を望みますか

「国民健康保険料が毎月高くて生活を圧迫しています。

主人が後期高齢者ですが後期になると保険料が高くなる

のは納得がいきません」「自宅介護は理想だが限界があ

る。特養ホームの増設も必要では」など、保険料の引き

下げや特養ホーム充実への意見が出されています。

 

住宅政策について望むこと

「老朽化した木造住宅は家主が高齢化して建て替えがで

きない状況になっている。こうした地域を防災の視点か

ら対応すべき」「区の公営住宅として老人向けを建てる

べき」など、住宅改修への補助や公営住宅への期待の声

が多く上がっています。

中小企業のくらしと営業について
何を望みますか

「空き店舗を区が補助をして起業する人を助けたらよ

い」「中小企業への資金支援、融資の返済猶予等を徹底

的に行うべき」「区の発注事業は区の職人（区に住んで

いる）に仕事を下さい」などの意見が寄せられています。

目黒区が「緊急財政」として180億円もの
区民生活カット。一方で2012年度は43
億円の黒字。財政運営について

「何のために積み立てているのか、区民のために使うべき」

「必要な支援なら復活すべきでは」「国保、介護等の保険料

を安くして欲しい」などの要望が多く出されています。

 

 

 

 

 

その他

分譲マンションの改修助成や
管理費・運営援助

リフォーム助成・耐震
改修助成の拡充

障がい者・高齢者の
グループホーム増設

賃貸住宅への家賃補助充実

公営住宅の増設

その他

商店街の空き店舗対策

各種税の減税

区の発注拡大など仕事づくり

融資の返済猶予

休業補償、資金繰りへの支援

その他

わからない

子育て・高齢者支援、保険料の
引き下げを行うべき

検討して切り捨てた
サービスを復活させるべき

積み立てて、さらに
貯金を増やすべき

その他

特養ホームの増設

在宅介護の充実

介護利用料への補助

介護保険料の値下げ

高齢者の医療費助成

医療保険料の値下げ
（人）

（人）

（人）
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計画どおり廃止して
統合すべき
15%
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わからない
23%
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やめるべき
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